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論文内容要旨
 (1)はじめに,私は,昭和5ア年来,山形内科を訪れπ,各種腰部疾患患者451名につき,S-
 eCrσtin'試験を施行して,膵液中のHGO矛濃度と測定し,そ【の一部のものについては,ealci-
 Um濃度を測定したので,その成績を報告する。
 (2)測定方法HOσヨ濃度は,v鋤Slyke法,ea■ciu皿硬度は日立207型原子吸光分光分
 析装置により測定し,前者については,Nate180n微量滴定装置,後者については,Olark-
 Col■ip法によ診,測定値を比較し,良好な結果を得た。
 (31検査対象・検査対象として,正■1常者(建棲入及ひ梅能的腹部疾患者)41例,膵癌65例,輝石
 症52例,醍性膵炎47例,急性膵炎5例,・1愛性膵炎疑診25例,肝,胆道疾患1ろ1例,胃,十
 二指腸疾患48例,礪尿病57例を選んだ。またealciUm濃度については,膵癌ろ例,輝石症
 '(手術後も含む)5例,非膵疾患15例につき検討した。
 (4)測定結果(alHC・oτについて,まず最高HGO了濃度についてみると,正常例では,平均9ス.
 5皿Eq/しとなり,最低測定値の80mEq/L以下を異常とした。膵癌,輝石症の平均は,それ
 ぞれ,68,46mEq/しと著明に低下していたが,1曼性膵炎では85mEq/Lを余り低下して
 いなかった。さらに膵癌を,頭部癌と体尾部癌との2群に分けると,前者では47mEq■L,'後者
 では81mEq■しで頭音隔で著明な,低下をみた。次に輝石症を広範囲石灰化と,限局性石灰化
 との2群に分けると,前者では・58皿Eq/L・一,後者では67皿Eq/しで著明な差が認められた。
 また,手術,剖検により確認し縛た例で,F膵線維化の程度を』軽度,、中等度,高度の5段階にわけ.
 最高HGO了濃度をみると,そ'れぞれ,9ろ,55,40mEq/しと線維化が高度になるに従い,
 HCOτ濃度が減少する傾向がみられた。
 次に胆道結石症について,結石存在部位より分類すると,総胆管結石症では,最高HGO了濃
 度の減少する例が多かった。また胃切除後症候群のうちBillro七hH法ては全例,濃度の減少が
 みられが,その他の疾患では,,特に変化はみられなかった。次にHco了濃度の時間的変動をみると,正
 常者煮ぽ,10分,20分と濃度力増加し,40分で最潟値(平均95皿Eq/L)を示し,以後漸減し,
 80分で,10分値とほぼ同じ濃度にもどる。膵癌,輝石症,慢性膵炎では,いずれも各時間の濃
 度減少がひどく,特に輝石症で著しかった。また膵癌では,最高値(65mEq/L)を示すのは,
 40分であるが,石灰化の有無に拘わらず,'1曼性膵炎では,60分で最高値を示し,80分になっ
 ても,10分値に比し.か反り高い譲産を示す傾向にあった。さらに膵体尾部癌よりも,膵頭部癌
 また限局性膵石症よりも,広範囲輝石症,また線維化の穂麦の強いもの程,各時間に診けるHGOτ
 濃度の減少が目立つた。急性膵炎では,20分に正常者よりも高い最高値(97mEq/L)を示
 し,以後急速に減少して,80分には,10分値とほぼ同じ値にもどった。'陵性膵炎疑診例でも,
 このような傾向がみられた。その他の疾患では,胆嚢切除後症候群にかいて,60分,80分値で
 著明な低値(55,40,mEq/L)を示した以外,特に目立つた所見は得られなかった。次に
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 awyla8e量/Kg(正常650Unit8ノ働以上)と最高IiGO'言渡度との相関をみると・膵頭部
 癌では,ii賭異常7・0%,レ・ずれか一方が異常20%,両者正常10%であるが,膵休尾部癌ては,
 両者異常は1例もなく,いずれかが異常50%で,両者共正常が50%を占め、か左りの差が溜め
 られた。酵石症については,広範囲石灰化のもの程,同じ傾向にあり,両者異常が91%を占め,両者正
 常は1例もなか2島また,線維化の高度なもの程,同じ傾向を示しπ。石灰化のない慢性膵炎ては,両
 者異常18%,両者正常58%であった。その他の疾患では,特に興味ある所見は得られたかった。・
 (blca■ciumについてまず非膵疾患にお・ける最高ealciuln磯度をみると,1.5my・■岬～
 6、4?}協/d4の範囲にあり,平均値は4,γ噛/d'であった。平均値土2×標準偏差は1.14～6.7
 8悌9/轟であった。膵癌5例における最高eaユeiUI雌11慶は,平均Z8伽9ノ誕てあり,輝石症、
 5例では豊平均8,6"呼/d6で共に,非膵疾患に比較して非常に高い値を示した。またCa!ciu珀
 毎濃:の時間的変動をみると,非膵疾患では.コ口分,20分,40分,60分の値が,それぞれ,
 5,4,2.6,2』p2.5,5、1?}呼/面とな砂,40分或は60分に最1氏濃度を示し,80分では,
 ほぼ10分値にもどる傾向があるのに比し,膵癌では,各時間の礫慶が有意に高く,一度減少した
 濃度が,80分に達しても上昇する傾向が少なかった。これは,輝石症に冷いて,より著しかった。
 しかし,これらの点については,より例数を増し,検討を加えねばならない。
 ⑤まとめ,膵液検査法に於けるHeo了分泌は,膵管系の状態をよく反映するとされ,特に,
 最高Heo了濃度低下は慢性膵炎に特異的とされているが,私は以上の成績よりSeCretin試
 験における最高Hco了濃度低下が,輝石症,藤頭部癌において著しく,特に線維化の程度と相関が
 あり,さらに,濃度の時間的変動も正常とは,異なることも明らかにした。
 また,各種疾患の膵液中電解質,特にGaエci江mについては,十分明らかになって寿らず,特
 に'慢性膵炎,膵癌の膵液中のealciumに関しては歩石灰化の機序の点から,重要な問題である
 が,私はこれらの疾患にかいて,膵液中のealciu.mが高値を示すことを明らかにした。
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 審査結果の要旨
 著者は,爽北大堂山形内科を訪れた,各種腹部疾患患者456名にっき,SecreUI1試験
 を施行して膵液中のHCO3濃度を測定し,その一部のものについては,Calcエu胆濃度を測定
 したが,HCOR濃度は,VanSlyke法変法,Oalciu・m濃度は日立207型原子吸光分
 光分析装置1により糊定し,,笥者については,Nate13cn微量滴定装置,後者についてにt,
 Clark-CO■hpl去1⊂より,測定値を比較した。
 また,検査対象は,正常煮(健康人及び機能的腹部疾患者)4陥例,肺癌65例,埣石症52
 例,慢剛率炎47例,急、性肺炎7例,肝胆道疾患156例,胃+三指腸疾患51例,糖尿病57
 例で歯)るが,Ca.1ciu・m濃度ほ,弊礫31}lrl,ll乍石症(手術後例も言む)5例,非埣疾憲15例
 について検討し,次の結果を得ている。
 すなわ'ら,最高HGOR彼度についてみると・正常例て蚊・平均9Z5η晒g/しとztり,最低
 測定値の80・療lg/L以下を異常とした。
 膵癌,脛石症の平均は,'それぞ九68,46ηzEg/しと著明に低下していたが,慢性膵炎では
 85・凪g/しと余り低下してい攻かつた。さらに,肺癌を,頭部癌と体尾部癌との2群に分ける
 ,と,前者でぱオ7?}湿q/工」,後者で砿81η凹q/しで,頭部癌で著明左・低下をみ'た。次に辟石症
 を,広範囲石坂化と,限局性石灰化との2群に分けると,前者ではろ8?}湿q/L,後者では67
 ?7副q/r・で…喜明な詫が、三募められた。また,手術,剖検により確認し得た例で,緯の線維化を,軽・
 度,中緯度・高度の5段階にわけ・最高Hco寵濃度をみると・それぞれ,95,40?姻q/し
 と線維化が高度に友るに従い,最高Hoo3濃度が減少する傾向がみられた。
 胆道結石症πついて,結石存在部位により分類すると,総胆管結石症では,最高HCOR濃度の
 減少する例が多かった。また胃切除後症候群のうち,Billro七hn法では,全例,濃度の減少
 がみられ,そ(了)他の疾患では,特に変化がみられなかった。しかるに,amyユase量/kg(正常
 650ullit3/4{9以一.ヒ)と最高亘G%濃度との相関をみると,膵頭部癌では,両者異常70%,
 いずれか一方が翼常,両者正常10%であるが,腱体尾部癌では,両者異常は1例もなぐ,いず
 れかが異堂50%,両者共正常が50%を占め,かなりの差が認められた。
 脛石症については,広範囲石灰化のもの程同じ傾向にあり,両者異常が91%を占め,両者正・
 堂は1例も安かった。また線維化の高度なもの程,同じ傾向を示した。石灰化のない慢性膵炎で
 は,両者以」二18%,両者正常58%であった。その他の疾患では,特に興味ある所見は得られ
 なかったu
 な:ち・,最高Galcj、um濃度をみると,1、5～6.4mg/α¢)範囲にあり,平均値は4mg/aエ
 であった。平均値土2×標准偏差は1.14～6.78mg/d.1であった。膵癌3例における最高Ca-
 !6ium濃度は,平均Z8皿9/dlであり,輝石症5例では,平均8.6mg/α1で共に,非膵疾.
 患に比較して非常に高い値を示した。
 以上を要約すると,SecreUn試験に寿げる最高HGO∫濃度低"「は,弊石症,膵頭部癌に
 蔚いて著しく,特に線維化の程度と相関があり,さらに濃度の時間的変動も正常と異なる。また,
 Gaエciumは,膵癌,肺石症で高値を示すことを明らかにしている。
 したがって,本論文は堂位を授与するに値するものと認める。
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